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鎌倉「よもやま話」は鎌倉に関する情報を特定の話題にこだわらず発信しています。

「鎌倉よもやま話」六月号発行のご挨拶

拝啓

梅雨空の続くなかにも、時折のぞく夏の日差しに季節の移ろいを
感じる頃となりました。
皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

おかげさまで「鎌倉よもやま話」は、今月号をもちまして創刊一周
年を迎えることができました。

これもひとえに読者の皆様のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。

創刊以来、多くの皆様にお読みいただき、また温かいご意見や励ま
しのお言葉をいただきながら、一年間発行を続けることができまし
たことを心より感謝申し上げます。

地域の話題や暮らしに役立つ制度、福祉や健康に関する情報などを
お届けしてまいりましたが、少しでも皆様のお役に立てております
なら幸いです。

これからも、鎌倉の身近な話題や知って得する情報を分かりやすく
お伝えし、地域に寄り添う情報誌として歩んでまいります。

今後とも「鎌倉よもやま話」をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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強く・やさしく・美しい街鎌倉の実現

ご紹介 鎌倉のスゴイ!人～刀匠 山村綱廣氏～

●山村 綱廣氏
    （やまむら・つなひろ/1943年～2023年）

【プロフィール】
鎌倉時代から続く日本刀の最高峰「相州伝」の祖・五郎

    入道正宗から数えて24代目にあたる現代の刀匠です。
第23代の長男として生まれ、23歳から靖國神社の刀匠、
増田靖要に師事、茅ヶ崎で修行を続けました。
29歳で試験に合格し「作刀許可」を得て、綱廣の名前を
襲名し正宗工芸美術製作所を受け継ぎました。
日刀保入賞、鶴岡八幡宮、三嶋大社に新刀奉納。
相模國一宮寒川神社平成9年の御社殿竣工の際には、御神
刀を奉納。現在も御神刀として大切に奉納されています。

現在、日蓮宗僧侶である山村尚正氏が家督を継承し、鍛冶伝統は山村綱廣氏の
遺弟、刀匠、茂木一廣氏、森光廣氏によって継承されています。

鎌倉が世界に誇る伝統文化として、今後もその技術と歴史が受け継がれていく
ことが期待されています。
鎌倉市においても、こうした貴重な伝統文化の継承を後押しする取り組みが今
後さらに進むことが期待されます。

日本人なら一度は聞いたことがあると思う「正宗」。
名刀の代名詞でもある「正宗」。
その「正宗」はこの鎌倉で脈々と受け継がれてきました。

・正宗稲荷（刃稲荷 やいばいなり）
・合槌稲荷社（あいづちいなりしゃ）
・伝 正宗・貞宗のお墓

：鎌倉市扇ガ谷1-13
：鎌倉市梶原 5-9-1（葛原岡神社内）
：鎌倉市小町1-12-12（本覚寺内）

◆正宗ゆかりの史跡◆

【正宗工芸美術製作所】

直刃（真っ直ぐな刃紋）

代表者名山村尚正氏
所在地 神奈川県鎌倉市御成町13-29
出典：正宗工芸美術製作所ホームページ

https://www.sword-masamune.com/

包丁（牛刀）

https://www.sword-masamune.com/
https://www.sword-masamune.com/
https://www.sword-masamune.com/


鎌倉市では、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられる様、市民同士
の助け合いによる「高齢者生活支援サポートセンター」を運営しています。
買い物の付き添い、通院同行、庭の草取り、話し相手など、介護保険
では対応しにくい日常生活の困りごとを地域住民が支援する仕組みです。

高齢者生活支援サポーターの仕組みは、サービスを受けるのも市民(利用
者)、サービスを提供するのも市民(サポーター)という「地域の助け合い」
「共助」「互助」により支えられているものです。

＜サポート内容＞

●趣味や生きがいのための支援（草取り、囲碁や将棋、話し相手、芸術鑑賞など）

●外出支援（買い物、通院、墓参り、散歩など）
●家事支援（サポーターと一緒にできるもの）

＜サポーターが行わない活動＞

●身体介護/1人では歩行できない方の外出支援/個人の車を使用した送迎
●専門業者が行うような庭木の剪定、室内の清掃、室内の修繕
●銀行の手続き/金銭の管理/契約行為の代理、代行、立会人としての署名

<利用できる人>

鎌倉市に在住で概ね65歳以上の人で1人暮らしまたは家族と同居している
 が日中1人になる人が対象。 (要介護認定を受けている場合は、要支援1
・2、要介護1の人に限る。)

<利用料>

 900円／1時間
 ※その後20分を越えた場合、30分単位で450円
 ※交通費は実費負担。
 ※当日キャンセルは、キャンセル料が発生する場合あり。

<利用方法>

電話での申し込み。

鎌倉市高齢者生活支援サポートセンター 0467-48-1130

「鎌倉の未来を守る会」
柳田幸輝（やなぎだひでき）ホームページ
https://hideki-yanagida.jp/

「介護保険だけではない地域で支える鎌倉の助け合い」

地域包括支援センターをもっと活用しよう

出典：鎌倉市ホームページ「地域包括支援センター」
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/koureisya/houkatsu.html?utm_source=chatgpt.com

出典：鎌倉市ホームページ「高齢者生活支援サポートセンター」
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/koureisya/2022koureisyaseikatusienn.html

高齢者生活支援サポートセンター

詳しくは

「困ってからでは遅い？
地域包括支援センターをご存じですか？」

鎌倉市内には10か所の地域包括支援センターが設置されており、高齢者
本人だけでなく家族も無料で相談できます。

認知症、介護、財産管理、成年後見制度、介護予防など幅広い相談に対
応しており、介護認定前でも利用できます。近年は認知症相談の重要性
が高まっています。

誰かと話せる
場所が欲しい

介護保険サービス
を利用したい

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/koureisya/houkatsu.html?utm_source=chatgpt.com
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